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(1) 

八面体𝑃𝐴𝐵𝐶𝐷𝐸の、𝑦 = 0による切り口は、四角形𝑃𝐴𝐸𝐶である。 

𝑀(1, 1, 0),𝑁(1,−1, 0)であり、平面𝛼は𝑀𝑁の中点(1, 0, 0)を通る。 

平面𝛼は𝐴𝐸に平行であるから、𝑦 = 0による切り口は、傾き1の直線𝑧 = 𝑥 − 1になる。 

2 < 𝑝 ≦ 3のとき、𝑧 = 𝑥 − 1は𝐴𝑃と交差する(𝑝 = 3であれば、点𝑃を通る)。 

3 < 𝑝 < 4のとき、𝑧 = 𝑥 − 1は𝐶𝑃と交差する。 

図示すると下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

八面体𝑃𝐴𝐵𝐶𝐷𝐸の平面𝛼よる切り口が八角形になるとき、平面𝛼は 8本の辺と交差する。 

(1) で示した図を利用して、平面𝛼と八面体𝑃𝐴𝐵𝐶𝐷𝐸の辺との交点を𝑦 = 0上に示すと、下図の通りである。 

2 < 𝑝 ≦ 3のとき、平面𝛼は𝐶𝐸, 𝐵𝐸, 𝐴𝐵,𝐷𝐸, 𝐴𝐷, 𝐴𝑃と交差する。6本の辺と交差するから、平面𝛼による切り口は

六角形である。 

3 < 𝑝 < 4のとき、平面𝛼は𝐶𝐸,𝐵𝐸, 𝐴𝐵, 𝐵𝑃, 𝐷𝐸, 𝐴𝐷, 𝐷𝑃, 𝐶𝑃と交差する。8 本の辺と交差するから、平面𝛼による

切り口は八角形である。 

求める範囲は ∴ 3 < 𝑝 < 4 ⋯⋯(答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

3 < 𝑝 < 4のとき、平面𝛼と 8 辺との交点のうち、𝑦 ≧ 0, 𝑧 ≧ 0の範囲にあるのは、𝐴𝐵, 𝐵𝑃, 𝐶𝑃との交点である。 

平面𝛼と𝐴𝐵との交点は、𝑀(1, 1, 0)である。 
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平面𝛼と𝐶𝑃との交点は、𝑦 = 0 における直線 𝑧 = 𝑥 − 1 と直線𝑧 =
2

𝑝 + 2
(𝑥 + 2)との交点に当たる。 

𝑦座標は 0 であるから、平面𝛼と𝐶𝑃との交点は(1 +
6

𝑝
, 0,

6

𝑝
)である。 

𝐵𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (𝑝, −2, 2)であるから、線分𝐵𝑃上の点は、0 ≦ 𝑡 ≦ 1 として(
0
2
0
) + 𝑡 (

𝑝
−2
2

) = (
𝑝𝑡

2 − 2𝑡
2𝑡

)とおける。 

𝑧 = 𝑥 − 1 と交差するから 2𝑡 = 𝑝𝑡 − 1 𝑡 =
1

𝑝 − 2
< 1 このとき 2 − 2𝑡 =

2𝑝 − 6

𝑝 − 2
 

平面𝛼と𝐵𝑃との交点は、(
𝑝

𝑝 − 2
,
2𝑝 − 6

𝑝 − 2
,

2

𝑝 − 2
)である。 

 

以上により、座標平面上で(𝑦, 𝑧)が動く範囲は右図の通りである。 

 

この面積は、2つの三角形に分割して考えれば 
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 ⋯⋯(答) 

0 1
y

2 6

2

p

p





2

2p 

6

p

z


